
参考資料

Ｓ：流速（ｍ／ｓｅｃ）
Ｓ＝ Ｑ：流量（Ｌ／ｍｉｎ）

Ａ：面積（ｍｍ
２
）

Ｑ：流量（Ｌ／ｍｉｎ）
Ｑ＝ Ａ：面積（ｍｍ

２
）

ΔＰ：差圧（ＭＰａ）
Ｃ：流量係数０．６１１６８５
Ｑ：流量（Ｌ／ｍｉｎ）
ΔＰ：差圧（ＭＰａ）
Ｄ：チョーク内径（ｃｍ）
Ｌ：チョーク長さ（ｃｍ）
μ：流体の粘性係数（Ｐａ・ｓ）
Ｓ：容量（ＫＷ）
Ｖ：タンク容量（Ｌ）

ρ：油の密度（ｋｇ／ｍ
３
）

　　鉱油の場合８７０～８９０
Ｃ：油の比熱（ＫＪ／ｋｇ・Ｋ）
　　鉱油の場合１．８８
ΔＴ：上昇させたい温度（℃）
η：ヒータ効率（一般的に０．９程度）
τ：昇温時間（ｈ）
Ｗ：所要動力（ＫＷ）
Ｐ：ポンプ吐出圧力（ＭＰａ）
Ｑ：ポンプ吐出流量（Ｌ／ｍｉｎ）
η：ポンプ全効率
Ｑｐ：吐出量（Ｌ／ｍｉｎ）

ｑ：ポンプ容量（ｃｍ
３
／ｒｅｖ）

Ｎ：回転数（ｍｉｎ
－１

）
ポ プ容積効率
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　　Ｖ・ρ・Ｃ・ΔＴ
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流速の計算

オリフィスの計算

チョークの計算

ヒータ容量計算

ポンプ所要動力

ポンプ吐出量

Ｑ＝

Ｓ＝

Ｗ＝

Ｑｐ＝

ηｖ：ポンプ容積効率

Ｎ：回転数（ｍｉｎ
－１

）
ｆ：電源周波数（Ｈｚ）
ＰＭ：電動機の極数
Ｓ：スリップ率
Ｈ：発熱量（ＫＪ／ｈ）

Ｈ＝ Ｌ：ポンプ軸入力（ＫＷ）
η：ポンプ全効率
Ｈ：発熱量（ＫＪ／ｈ）

Ｈ＝ ΔＰ：圧力損失（ＭＰａ）
Ｑ：通過する流量（Ｌ／ｍｉｎ）
Ｈ：発熱量（ＫＪ／ｈ）

Ｈ＝ Ｐ：機器入口圧力（ＭＰａ）
Ｑ：機器からタンクへ戻る流量（Ｌ／ｍｉｎ）
Ｈ：放熱量（ＫＪ／ｈ）

Ａ：放熱面積（ｍ
２
）

ｔ１：周囲温度（℃）
Ｈ＝ ｔ２：作動油温度（℃）

Ｋ：放熱係数（ＫＪ／ｈ・ｍ
２
・℃）

　　閉ざされた建屋　１７～３０
　　十分な開放状態　３０～４２
　　十分な換気・通風４２～８４
Ｆ：シリンダ出力（ｋＮ）
Ｐ：作動圧力（ＭＰａ）

Ａ：受圧面積（ｃｍ
２
）

η：シリンダ効率（０．８５～０．９５）

Ｋ・Ａ・（ｔ２－ｔ１）

Ｐ・Ａ・η
　１０

　　　　ＰＭ

１２０・ｆ・（１－Ｓ）

６０・ΔＰ・Ｑ

６０・Ｐ・Ｑ

３６００・Ｌ・（１－η）

ポンプ回転数

動力損失のよる
発熱量

通過抵抗による
発熱量

機器のリークによ
る発熱量

タンク放熱量

シリンダ出力

Ｎ＝

Ｆ＝



Ｑ：必要流量（Ｌ／ｍｉｎ）

Ａ：受圧面積（ｃｍ
２
）

ｖ：作動速度（ｍｍ／ｓ）
ｖ：作動速度（ｍｍ／ｓ）
Ｑ：流量（Ｌ／ｍｉｎ）

Ａ：受圧面積（ｃｍ
２
）

Ｔ：出力トルク（Ｎ／ｍ）
Ｐ：有効圧力（ＭＰａ）

ｑ：モータ容量（ｃｍ
３
／ｒｅｖ）

ηｍ：モータの機械効率
Ｐ：モータ入口圧力（ＭＰａ）
Ｔ：出力トルク（Ｎ／ｍ）

ｑ：モータ容量（ｃｍ
３
／ｒｅｖ）

ηｍ：モータの機械効率
Ｐ０：モータ出口圧力（ＭＰａ）
Ｑ：必要流量（Ｌ／ｍｉｎ）

ｑ：モータ容量（ｃｍ
３
／ｒｅｖ）

Ｎ：使用回転数（ｍｉｎ
－１

）
ηｖ：モータの容積効率
Ｌ：モータ軸出力（Ｎ・ｍ）
Ｔ：出力トルク（Ｎ／ｍ）

Ｎ：使用回転数（ｍｉｎ
－１

）
Ｔｓ：起動トルク（Ｎ・ｍ）
Ｐ：有効圧力（ＭＰａ）

ｑ：モータ容量（ｃｍ
３
／ｒｅｖ）

ηｓ：モータの起動効率
ＴＡ：慣性トルク（Ｎ・ｍ）

Ｉ・Ｎ Ｉ：慣性モーメント（ｋｇ・ｍ
２
）

１０・ｔ Ｎ：使用回転数（ｍｉｎ
－１

）
ｔ：加速（減速）時間（ｓ）
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油圧モータ起動
トルク

負荷に働く慣性
トルク

シリンダ必要流量

シリンダ速度

油圧モータ出力
トルク

油圧モータ必要
圧力

油圧モータ必要
流量

油圧モータ軸出力
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ｔ：加速（減速）時間（ｓ）


